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(57)【要約】
【課題】電圧検出用ＩＣとメインマイコンとの間の回路
を減少させてコストダウンを実現することのできる電圧
検出装置を提供する。
【解決手段】本発明の電圧検出装置１は、複数のブロッ
クＢ１～Ｂ５の電圧を検出するために各ブロック毎に設
置された複数の電圧検出用ＩＣ２１～２５と、電圧検出
用ＩＣの割り込み動作を制御する割込制御部４１とを備
え、割込制御部４１は電圧検出用ＩＣ２１～２５のすべ
てにトリガー信号を送信して電圧検出用ＩＣのすべてを
リセットすると、割り込み動作を実行させる電圧検出用
ＩＣのアドレスが指定された制御信号を送信し、複数の
電圧検出用ＩＣ２１～２５のそれぞれは、予め設定され
た指定時間内に制御信号を受信して自らのアドレスが指
定されていたときには割り込み動作を実行し、指定され
ていなかったときにはリセットを継続することを特徴と
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の単位セルを直列に接続した複数組電池の電圧を検出する電圧検出装置であって、
　前記複数組電池に接続された高電圧領域に設置され、前記複数の単位セルを複数のブロ
ックに分割し、前記ブロックの電圧を検出するために各ブロック毎に設置された複数の電
圧検出手段と、
　前記高電圧領域から絶縁された低電圧領域に設置され、前記電圧検出手段の割り込み動
作を制御する割込制御手段とを備え、
　前記割込制御手段は前記電圧検出手段のすべてにトリガー信号を送信して前記電圧検出
手段のすべてをリセットすると、割り込み動作を実行させる前記電圧検出手段のアドレス
が指定された制御信号を送信し、
　前記複数の電圧検出手段のそれぞれは、予め設定された指定時間内に前記制御信号を受
信して自らのアドレスが指定されていたときには割り込み動作を実行し、指定されていな
かったときにはリセットを継続することを特徴とする電圧検出装置。
【請求項２】
　前記電圧検出手段のそれぞれはデイジーチェーン接続され、特定の１つの電圧検出手段
が前記割込制御手段と接続されていることを特徴とする請求項１に記載の電圧検出装置。
【請求項３】
　前記トリガー信号を１つの絶縁デバイスを介して前記割込制御手段から前記高電圧領域
へ伝送し、前記高電圧領域で前記電圧検出手段のすべてに前記トリガー信号を分配して伝
送するトリガー信号線をさらに備えていることを特徴とする請求項１または請求項２に記
載の電圧検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の単位セルを直列に接続した複数組電池の電圧を検出する電圧検出装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えばハイブリッド車両では、モータの駆動電源として高電圧バッテリを備えて
いた。高電圧バッテリは、例えばニッケル－水素電池やリチウム電池などの二次電池（蓄
電式電池）の単位セルを複数個直列に接続して高電圧を得ている。
【０００３】
　また、二次電池が過放電状態、或いは過充電状態とならないように、各単位セル毎の充
電状態を確認する必要があり、従来から複数個（例えば５５個）の単位セルを、例えば５
個のブロックに分割し（即ち、１１個の単位セルで１ブロック）、各ブロックの電圧を各
ブロック毎に設けられた電圧検出用ＩＣによってリアルタイムで電圧を測定していた。
【０００４】
　この際、各電圧検出用ＩＣは１ブロックの電圧を測定すると、低電圧領域に設けられた
メインマイコンに絶縁デバイスを介してデータを送信していた（例えば、特許文献１参照
）。
【０００５】
　ここで、従来の電圧検出用ＩＣとメインマイコンとの間の回路構成を、図３を参照して
説明する。図３に示すように、従来では高電圧領域に設けられた電圧検出用ＩＣのそれぞ
れが、絶縁デバイスを介して低電圧領域に設けられたメインマイコンに接続されていた。
【０００６】
　特に、電圧検出用ＩＣでは、チップセレクト、リセット、割り込みの３つの機能毎にそ
れぞれ制御信号を入力するための端子が設けられ、それぞれにＯＮ／ＯＦＦ信号を伝達す
るための回路を設ける必要があった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－１７６５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した図３に示す従来の回路構成では、電圧検出用ＩＣのそれぞれに
チップセレクト、リセット、割り込みの３つの信号を伝達するための回路が必要になるの
で、電圧検出用ＩＣがＮ個あった場合には３Ｎ個の回路が必要になり、コストが増大して
しまうという問題点があった。特に、比較的高価な絶縁デバイスも３Ｎ個必要になるので
、コストアップは顕著であった。
【０００９】
　そこで、本発明は、上述した実情に鑑みて提案されたものであり、電圧検出用ＩＣとメ
インマイコンとの間の回路を減少させてコストダウンを実現することのできる電圧検出装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記した目的を達成するために、本願の請求項１に係る発明は、複数の単位セルを直列
に接続した複数組電池の電圧を検出する電圧検出装置であって、前記複数組電池に接続さ
れた高電圧領域に設置され、前記複数の単位セルを複数のブロックに分割し、前記ブロッ
クの電圧を検出するために各ブロック毎に設置された複数の電圧検出手段と、前記高電圧
領域から絶縁された低電圧領域に設置され、前記電圧検出手段の割り込み動作を制御する
割込制御手段とを備え、前記割込制御手段は前記電圧検出手段のすべてにトリガー信号を
送信して前記電圧検出手段のすべてをリセットすると、割り込み動作を実行させる前記電
圧検出手段のアドレスが指定された制御信号を送信し、前記複数の電圧検出手段のそれぞ
れは、予め設定された指定時間内に前記制御信号を受信して自らのアドレスが指定されて
いたときには割り込み動作を実行し、指定されていなかったときにはリセットを継続する
ことを特徴とする。
【００１１】
　本願の請求項２に係る発明は、前記電圧検出手段のそれぞれがデイジーチェーン接続さ
れ、特定の１つの電圧検出手段が前記割込制御手段と接続されていることを特徴とする。
【００１２】
　本願の請求項３に係る発明は、前記トリガー信号を１つの絶縁デバイスを介して前記割
込制御手段から前記高電圧領域へ伝送し、前記高電圧領域で前記電圧検出手段のすべてに
前記トリガー信号を分配して伝送するトリガー信号線をさらに備えていることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１３】
　本願の請求項１に係る発明では、トリガー信号によってすべての電圧検出手段をリセッ
トし、割り込み動作を実行させる電圧検出手段のアドレスが指定された制御信号によって
電圧検出手段に割り込み動作を実行させるので、従来ではチップセレクト、リセット、割
り込みの３つの信号を伝達するための回路が必要であったものをトリガー信号線のみに減
らすことができ、これによって回路だけではなく絶縁デバイスを減らすことができるので
、大幅なコストダウンを実現することができる。
【００１４】
　本願の請求項２に係る発明では、電圧検出手段のそれぞれをデイジーチェーン接続して
特定の１つの電圧検出手段のみが割込制御手段と接続されるようにしたので、データ通信
線を１つに減らすことができ、これによって回路だけではなく絶縁デバイスを減らすこと
ができるので、大幅なコストダウンを実現することができる。
【００１５】
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　本願の請求項３に係る発明では、トリガー信号を１つの絶縁デバイスを介して高電圧領
域へ伝送し、高電圧領域で電圧検出手段のすべてにトリガー信号を分配するようにしたの
で、トリガー信号線を最小限に減らすことができ、これによって回路だけではなく絶縁デ
バイスを減らすことができるので、大幅なコストダウンを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明を適用した一実施形態に係る電圧検出装置の構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明を適用した一実施形態に係る電圧検出装置による割り込み制御処理の処理
手順を示すフローチャートである。
【図３】従来の電圧検出装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を適用した一実施形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
　［電圧検出装置の構成］
　図１は本実施形態に係る電圧検出装置の構成を示すブロック図である。
【００１９】
　図１に示すように、本実施形態に係る電圧検出装置１は、複数の単位セルＢＴ１～ＢＴ
５５からなる二次電池（複数組電池）１０と、複数の単位セルＢＴ１～ＢＴ５５を複数の
ブロックＢ１～Ｂ５に分割した各ブロックの電圧を検出する電圧検出用ＩＣ（電圧検出手
段）２１～２５と、デイジーチェーン接続によって各電圧検出用ＩＣ２１～２５を接続す
るＩＣ間通信線３１と、トリガー信号が伝送されるトリガー信号線３２と、トリガー信号
線３２の低電圧領域と高電圧領域とを接続する絶縁デバイス３３と、制御信号やデータが
伝送されるデータ通信線３４と、データ通信線３４の低電圧領域と高電圧領域とを接続す
る絶縁デバイス３５と、電圧検出用ＩＣ２１～２５による電圧検出を制御するメインマイ
コン４０と、メインマイコン４０内に設置されて電圧検出用ＩＣ２１～２５の割り込み動
作を制御する割込制御部４１とを備えている。
【００２０】
　図１に示すように、本実施形態に係る電圧検出装置１は、二次電池１０に接続された高
電圧領域１１と、高電圧領域１１から絶縁された低電圧領域１２とに分離されており、高
電圧領域１１には電圧検出用ＩＣ２１～２５が設置され、低電圧領域１２にはメインマイ
コン４０が設置されている。
【００２１】
　二次電池１０は、図１では一例として５５個の単位セルＢＴ１～ＢＴ５５を直列に接続
した複数組電池として記載されており、１１個の単位セルを１つのブロックとして５つの
ブロックＢ１～Ｂ５に分割されている。
【００２２】
　電圧検出用ＩＣ２１～２５は、各ブロックＢ１～Ｂ５の電圧を検出するために各ブロッ
クＢ１～Ｂ５のそれぞれに設置されている。各電圧検出用ＩＣ２１～２５の間はＩＣ間通
信線３１によってデイジーチェーン接続され、特定の１つの電圧検出用ＩＣ（図１では電
圧検出用ＩＣ２１）がデータ通信線３４によってメインマイコン４０と接続されている。
ただし、各電圧検出用ＩＣ２１～２５の間は必ずしもデイジーチェーン接続する必要はな
く、各電圧検出用ＩＣ２１～２５のそれぞれをデータ通信線でメインマイコン４０と接続
してもよい。
【００２３】
　トリガー信号線３２は、トリガー信号を１つの絶縁デバイス３３を介して割込制御部４
１から高電圧領域１１へ伝送し、高電圧領域１１で電圧検出用ＩＣ２１～２５のすべてに
トリガー信号を分配して伝送している。
【００２４】
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　メインマイコン４０は、通常動作時にはデータ通信線３４を介して電圧検出用ＩＣ２１
～２５に制御信号を送信して電圧検出を制御しており、電圧検出用ＩＣ２１～２５で検出
された電圧値や異常フラグなどのデータを受信している。そして、電圧検出用ＩＣ２１～
２５のいずれかに割り込み動作を実行させる場合には、割込制御部４１によって割り込み
制御を実行させる。
【００２５】
　割込制御部４１は、電圧検出用ＩＣ２１～２５のいずれかに割り込み動作を実行させる
場合にトリガー信号線３２を介して電圧検出用ＩＣ２１～２５のすべてにトリガー信号を
送信して電圧検出用ＩＣ２１～２５をいったんすべてリセットする。その後、割り込み動
作を実行させる電圧検出用ＩＣのアドレスが指定された制御信号を送信することによって
、指定した電圧検出用ＩＣに割り込み動作を実行させ、指定しなかった電圧検出用ＩＣは
リセットを継続させる。
【００２６】
　［割込制御処理の手順］
　次に、本実施形態に係る電圧検出装置１による割込制御処理の手順を図２のフローチャ
ートを参照して説明する。
【００２７】
　図２に示すように、ステップＳ１０１においてメインマイコン４０は電圧検出などの通
常動作を行っている。そして、ステップＳ１０２において割り込み動作が発生したか否か
を判定し、割り込み動作が発生していない場合にはステップＳ１０１に戻って通常動作を
継続する。
【００２８】
　一方、ステップＳ１０２において割り込み動作が発生した場合には、ステップＳ１０３
へ移行して割込制御部４１はトリガー信号を送信する。このトリガー信号は絶縁デバイス
３３を介して高電圧領域１１に伝達されてトランジスタをオンし、トランジスタに接続さ
れているすべての電圧検出用ＩＣ２１～２５にトリガー信号が伝達される。
【００２９】
　トリガー信号を受信した電圧検出用ＩＣ２１～２５は、ステップＳ１０４において動作
を停止してリセットされる。すなわち、この時点ではすべての電圧検出用ＩＣ２１～２５
がリセットされた状態になっている。ただし、リセット状態とは動作を停止して低消費電
流モードに移行した状態のことをいうものとする。
【００３０】
　こうしてすべての電圧検出用ＩＣ２１～２５がリセットされると、割込制御部４１はス
テップＳ１０５においてデータ通信線３４を介して制御信号を送信する。制御信号は、絶
縁デバイス３５を介して高電圧領域１１に伝達されて電圧検出用ＩＣ２１に送信され、そ
の後はＩＣ間通信線３１によって電圧検出用ＩＣ２２から電圧検出用ＩＣ２５まで順次送
信されていく。このとき制御信号には割り込み動作を実行させる電圧検出用ＩＣのアドレ
スが指定されているので、各電圧検出用ＩＣ２１～２５はステップＳ１０６において予め
設定された指定時間内に自らのアドレスが指定された制御信号を受信したか否かを判定す
る。そして、自らのアドレスが指定されていなかった電圧検出用ＩＣはステップＳ１０７
においてリセット状態を継続し、自らのアドレスが指定されていた電圧検出用ＩＣはステ
ップＳ１０８において割り込み動作を開始する。
【００３１】
　ここで、すべての電圧検出用ＩＣ２１～２５をリセットする場合にはアドレスが指定さ
れていない制御信号を送信してもよいし、制御信号自体を送信しなくてもよい。
【００３２】
　こうして電圧検出用ＩＣ２１～２５が割り込み動作あるいはリセット状態になると、割
込制御部４１はステップＳ１０９において通常動作に復帰させるか否かを判定し、リセッ
ト状態あるいは割り込み動作を継続させる場合にはステップＳ１０７、Ｓ１０８へ戻って
リセット状態あるいは割り込み動作を継続する。一方、割り込み動作の終了などによって
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通常動作に復帰させて、本実施形態に係る電圧検出装置１による割り込み制御処理は終了
する。
【００３３】
　［実施形態の効果］
　以上詳細に説明したように、本発明を適用した一実施形態に係る電圧検出装置によれば
、トリガー信号によってすべての電圧検出用ＩＣ２１～２５をリセットし、割り込み動作
を実行させる電圧検出用ＩＣのアドレスが指定された制御信号によって割り込み動作を実
行させるので、従来ではチップセレクト、リセット、割り込みの３つの信号を伝達するた
めの回路が必要であったのに対して本実施形態に係る電圧検出装置ではトリガー信号線の
みに減らすことができ、これによって回路だけではなく絶縁デバイスを減らすことができ
るので、大幅なコストダウンを実現することができる。
【００３４】
　また、本実施形態に係る電圧検出装置によれば、電圧検出用ＩＣ２１～２５のそれぞれ
をデイジーチェーン接続し、特定の１つの電圧検出用ＩＣ２１のみをメインマイコン４０
と接続したので、データ通信線３４を１つに減らすことができ、これによって回路だけで
はなく絶縁デバイスを減らすことができるので、大幅なコストダウンを実現することがで
きる。
【００３５】
　さらに、本実施形態に係る電圧検出装置によれば、トリガー信号を１つの絶縁デバイス
を介して高電圧領域へ伝送し、高電圧領域で電圧検出用ＩＣ２１～２５のすべてにトリガ
ー信号を分配するようにしたので、トリガー信号線３２を最小限に減らすことができ、こ
れによって回路だけではなく絶縁デバイスを減らすことができるので、大幅なコストダウ
ンを実現することができる。
【００３６】
　なお、上述の実施の形態は本発明の一例である。このため、本発明は、上述の実施の形
態に限定されることはなく、この実施の形態以外の形態であっても、本発明に係る技術的
思想を逸脱しない範囲であれば、設計などに応じて種々の変更が可能であることは勿論で
ある。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明は、ハイブリッド車両等に搭載される二次電池の電圧検出に利用することができ
る。
【符号の説明】
【００３８】
　１　電圧検出装置
　１０　二次電池（複数組電池）
　２１～２５　電圧検出用ＩＣ（電圧検出手段）
　３１　ＩＣ間通信線
　３２　トリガー信号線
　３３　絶縁デバイス
　３４　データ通信線
　３５　絶縁デバイス
　４０　メインマイコン
　４１　割込制御部
　ＢＴ１～ＢＴ５５　単位セル
　Ｂ１～Ｂ５　ブロック
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